
モデル 

 

 

 

  

 

         

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・挑戦的で創造的な学び 

・共有とジャンプの往還 

・共有を足場とするジャンプの課題 

・体験型，生活との結びつき 

・相手をリスペクトすること 

・わからなさをさらけ出す。 

・相手のわからなさに寄り添う。 

・共同注視，筆箱なし 

・わからなさがペア・グループの中心 

文化を生み出す学びの共同体  ～県小モデル～ 

 

教師の役割 

・わからなさに寄り添う。 

・本質的なつまずきを看取る。 

・思考を促す言葉がけ 

 

教師の役割 

・つまずきを予想する。 

・本質的なつまずきを取り上げリデザイン

する。 

教師の役割 

・ 

・ 

・ 

研修テーマ（２年次） 

『協同的で探究的な学びを生み出す授業の創造 

～真正の学びをめざして～ 』 

 

 

 

 

めざす子ども像 

自ら問いを持ち，仲間とともに主体的に探究する子ども 

・ 

・ 

・ 

  なかまづくり         人 権 教 育       安心して本音を出し合える関係 

個人の研修テーマ（２年次） 

『                                     』 

 

 

 

 

具体的な子どもの姿 

学びが成立する要件 一人ひとりの学びの保障 

・だれ一人学びから取り残さない  

・固有名詞で語る子どもの学び 

 

聴き合う関係（協同的な学び） ジャンプの課題（探究的な学び） 

真正の学び（教科の本質に即した学び） 


